




その他のタイトル P2P File-Download Control Method Associated



















 P2P トラヒックが急増して ISP 網設備を圧迫しているが、P2P は物理網（ISP 網）の状
態を意識せずに動作するため、実際には ISP 網リソースを不必要に占有していると考えら
れる。本研究では、ピア間で自律的に RTT や TCP ウィンドーサイズ等のネットワーク状
態を測定し、物理網的に近くにあり可用帯域の広い経路を持つピアを選択してダウンロー
ドする制御により、ISP 網設備の効率的利用と P2P ファイル取得時間の短縮を図る方式を
提案し、その有効性をシミュレーションにより明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：P2P applications impose an enormous traffic load on the Internet. 
Actually, however, topological difference between P2P network and underlying 
physical network (Internet network) is creating inefficient use of the physical network 
resources. To this problem, we proposed P2P download control methods using router 
network parameters (e.g., RTT, TCP window size and BGP path information) that can 
achieve effective use of router network resources, thus relieve ISP traffic burden and 
improve P2P application performance. Simulation results revealed the effectiveness of 
the proposed methods. 
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究 や 実 験 が 始 ま っ て い る 。 中 で も 、
SIGCOMM に発表された P4P[1]が注目され、

























がらず、P2P ユーザも自らの IP アドレスを
教えたがらない。その結果、i-Tracker に物
理網の状況を集約することは実際には困難
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するピア A は P2P 網上に Query を送信し、
欲しいファイルを保持しているピア B1-B5




に示すように B3 よりも B1 や B5 の方が A
に近い（ルータホップ数が少ない）。したが









図 1(a) P2P 網での動作 















P2P 網と物理網（ISP 網）の 2 階層モデル
とし、RTT やウィンドーサイズに有意差が
出る程度の大規模網モデルとする必要があ
る。ルータ数は 100 とし、代表的な ISP 網
ではルータ数とアクセスリンク数の比が平
均して 1 対 3.39 であることから、ピア数は
339 とした。 















  (1) 
式(1)は追加ノード i と接続する既存ノード
j を決める際に用いられ、i－j 間の物理距離

















ロジーを図 3 に示す。 
図 3 FKP モデルで生成した物理網（ルータ網） 
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(4) シミュレータの作成 
 物理網は上述した FKP モデルを用い、NS2 
(NetworkSimulator-2)を利用してシミュレータ






















① ファイル保持ピア F をエンドノードから
ランダムに 50 個選出する。 






1 秒～40 秒の間に 258 回発生する。 
③ A はファイル検索を行い、F の中からダ
ウンロード元候補ピア B1~B5 を探す。
















行った。Gnutella は最初に QueryHit を受信し
たノードからダウンロードを開始するので、









(a) RTT 方式 
候補ピアからリクエスタピアに向けて




(b) TCP ウィンドーサイズ方式 
候補ピアからリクエスタピアに向けて
TCP コネクションを張り、ペイロードサイズ















A = (1-(∆out-∆in)/∆in) ×C       (2) 
C も未知であるので、同じくパケットピア
方式である CapProbe 法[7]により推定する。 
【文献】 
[6] J.Strauss, et.al., “A measurement study of available 
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 同時ダウンロード接続数（同時 DL 数） 
【パフォーマンス向上の評価指標】 
 ダウンロード完了数（DL 完了数） 
 平均ダウンロード完了時間（DL 時間） 
 
(1) 実験結果 
(a) 平均 NRU 
 図 4 は各方式の平均 NRU である。RTT 方
式は物理網的に近傍なピアを選択するため




Gnutella の平均 NRU を 100 とすると、RTT
方式は 84、W_size 方式は 109、Pkt_Pair 方式
は 113（内、プローブ負荷が 14）となった。 
図 4 平均 NRU 
 
(b) 同時ダウンロード接続数 
 各ルータ間リンクの同時 DL 数の時間推移
を図 5 に示す。W_size 方式と Pkt_Pair 方式は
可用帯域の広いピアからダウンロードする











集中して DL 効率が低下している。 
W_size 方式はほぼ全リンクにわたって同






図 5 同時 DL 数 
 
(c)ダウンロード性能 




(a)DL 完了数    (b)平均 DL 時間 
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